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まちづくり委員会資料 

請願の審査 

請願第４５号 「（仮称）京急川崎駅西口地区第一種市街地再開発

事業」に伴い、同駅東側市街地の利便性向上と東西

回遊性を高めるための施策を講じることを求める

請願 

 資料１ 京急川崎駅周辺の現況図 

 資料２ 「京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針」及び 

「京急川崎駅西口地区の戦略的な整備誘導の考え方」の概要 

 資料３ 「京急川崎駅西口地区第一種市街地再開発事業」及び 

「都市基盤整備」の概要 

 資料４ 請願に対する本市の見解 

まちづくり局 



京急川崎駅周辺の現況図 資料１
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「京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針」 及び 「京急川崎駅西口地区の戦略的な整備誘導の考え方」の概要
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２ 戦略的な整備誘導
（１）民間再開発事業によるまちづくり（戦略的な誘導）

社会の変容を捉えながら、大街区化や高度利用を図るとともに、
多様な都市機能の集積等を誘導する。
①グローバル企業の活動拠点の形成等
②民間再開発による滞留空間の確保
③民間再開発による地区内道路の整備

（２）官民が連携して進める都市基盤の整備（戦略的な整備）
都市基盤の再編成を行い、安全面の課題を解消するとともに、

回遊性・利便性の向上を図る。
④京急川崎駅前の歩行者空間の充実（ウォーカブル）
⑤川崎府中線の自動車交通の集約（通過交通の処理）
⑥タクシー乗降場の利便性向上
⑦立体横断施設（歩行者デッキ）による駅間連携強化

【京急川崎駅前】

「京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針(H27.3)」 をより深度化・具体
化するとともに、民間再開発事業によるまちづくりと官民が連携して進める都市
基盤の整備について、戦略的な整備誘導の考え方を示すもの

１ 京急川崎駅西口地区の現状と課題

（２）都市基盤再編の必要性

（３）社会変容等を踏まえた
まちづくりの必要性

（１）土地利用誘導の必要性

○ 京急川崎駅西口地区の戦略的な整備誘導の考え方（R2.11）

●京急川崎駅周辺地区は、都市基盤が十分でないため、建物の機能更新や土地の高度利用があまり進んでいない
●一方、地区のポテンシャルを活かした川崎の顔づくりが求められている
●地理的優位性や培われた資源を活かし、川崎の玄関口にふさわしい賑わいを民間主導で創出するために方針を策定する。

○ 京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針（H27.3）

１ 整備方針策定の目的

２ 京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針

資料２

周辺市街地や多摩川の
自然環境と調和した複
合市街地ゾーン

京急川崎駅を中心とした
にぎわい・交流核

ＪＲ川崎駅を中心とした
にぎわい・交流核

京急川崎駅周辺地区の都市構造図 まちづくりの概念図

道路構成の見直し
自転車通行環境の改善

道路構成の見直し

歩行者動線の充実

川崎の玄関口に
ふさわしい

交流拠点の形成

歩行者専用道路の充実

バリアフリー対応の
歩行者空間の整備

整備誘導の概略図

交通結節機能の充実駅前の歩行者交流空間

３

基本方針 当地区のめざすべき都市像 土地利用と都市基盤の考え方

凡例

2号再開発促進地区
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シビックセンター核

京急川崎駅周辺地区

にぎわい軸

広域ネットワーク

連携軸

交流軸

歴史軸

地域軸

複合市街地ゾーン

研究開発・業務核

都市再生緊急整備地域

緑の拠点

羽田空港直結の
立地特性を活かした
国際性豊かな
賑わいのある
まちづくり

防災性が高く
地区を訪れる誰もが
安心・安全で快適に
利用できるまちづくり

環境に配慮した
スマートなまちづくり

京急川崎駅を中心とした「核」と周辺市街地との調和を図る「ゾーン」を形成

「川崎の玄関口にふさわしいにぎわい・交流核」

「人やモノが交流する複合市街地ゾーン」

「連携軸」
広域拠点としての都市活動を支え東西市街地の連携を円滑に行う
京急川崎駅周辺地区の骨格となる軸

JR川崎駅―京急川崎駅周辺地区の賑わいを結ぶ軸の創出

「地域軸」
複合市街地ゾーンの骨格を形成し、川崎の玄関口である
にぎわい・交流核や多摩川との連携を誘導する軸

「にぎわい軸」
様々な交通機関への乗換えや周辺に集積している商業・業務との
連携を図る賑わいの骨格となる軸

京急川崎駅周辺地区に導入すべき都市機能
□川崎の玄関口にふさわしい高次都市機能の充実
□グローバル企業の活動拠点機能の充実
□滞在機能や日常生活を支える機能の充実
□多様な人々への情報発信機能

誰もが歩きやすく利用しやすい
都市基盤の整備

□川崎の玄関口にふさわしい交流拠点の形成
□安全で快適な歩行者の通行環境の整備
□自転車通行環境の改善と駐輪場の効果的な設置
□荷さばき施設や駐車場の設置誘導

＜土地利用の考え方＞

＜都市基盤の考え方＞

災害時における防災関連施設の整備
□震災・水害などを考慮した安全な避難経路の確保
□災害時の帰宅困難者のための一時滞在施設等の確保

地球環境に配慮した潤いのある
都市環境の形成

□人々が集い、憩うことのできる場の創出や緑地整備
の推進
□駅周辺地区にふさわしい良好な市街地景観の形成
□スマートコミュニティ・低炭素社会の実現への取組



○ 都市基盤整備

「京急川崎駅西口地区第一種市街地再開発事業」 及び 「都市基盤整備」 の概要

川崎府中線

駅前本町線

現況図

リバーク

川崎府中線
相互通行化

自動車交通の集約化
既存の空間を活用した相互通行化による
駅前の歩行者空間を創出

既存の余剰空
間を活用して
相互通行化

駅前の歩行者滞留空間の充実

立体横断施設【検討中】

川崎ダイス

これまでの経過と今後の予定
平成27年3月 京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針策定
令和元年11月 (仮称)京急川崎駅西口地区再開発協議会設立
令和2年11月 京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針に基づく、

京急川崎駅西口地区の戦略的な整備誘導の考え方策定
令和3年6、9月 まちづくり説明会
令和3年10月 条例環境影響評価方法書 公告
令和4年3月 京急川崎駅西口地区市街地再開発準備組合設立
令和4年10月 条例環境影響評価準備書 公告
令和5年1月 都市計画素案説明会
令和７年度 工事着手予定
令和１２年度 事業完了予定

４

○ 京急川崎駅西口地区第一種市街地再開発事業

★西口

★
中央口

自動車交通(幸→川崎)

自動車交通(川崎→幸)

立体横断施設【検討中】

歩行者専用道路

再開発予定区域

資料３

建物諸元

パース

ソリッドスクエア

再開発予定区域 約12,320㎡
宅地  約 7,650㎡
公共施設 約 4,670㎡

宅地
A-1街区

公共施設（道路等）

宅地
A-2街区

A-2

A-1

○ 概要図

京急川崎駅前の様子 再開発予定区域図

立体横断施設

今後の予定
令和5年度 基盤整備工事
令和7年度 相互通行化



請願に対する本市の見解 資料４

現在計画中の「（仮称）京急川崎駅西口地区第一種市街地再開発事業」におい

て、以下のとおり要望いたします。

１ 新北口（川崎区砂子１丁目又は本町１丁目）地域に改札口の開設に向け検

討すること。

２ 駅東側と西側とを結ぶ、自由通路の新設の検討を行うこと。

京急川崎駅周辺地区では、地理的優位性やこれまで培われた資源を活かし、川崎の
玄関口にふさわしい賑わいを民間主導で創出するため、平成27年3月に整備方針を策
定し、令和2年11月には京急川崎駅西口地区における民間再開発事業によるまちづく
りと、官民が連携して進める都市基盤の整備について、整備誘導の考え方を示してきたと
ころでございます。

これらの方針や考え方を踏まえ、京急川崎駅西口地区の再開発事業をリーディングプ
ロジェクトとして計画的に誘導し、都市基盤再編を着実に進めることで、周辺への波及効
果の高いまちづくりを進めてまいります。

東側への新たな改札の設置については、京急電鉄から、現在の土地利用の状況などを
踏まえると非常に困難な状況であると伺っているところでございますが、引き続き、地域の
ご要望をお伝えしてまいりますとともに、まずは、市街地再開発事業や基盤再編を実施し
、周辺地域との歩行者ネットワークの形成などを行うことで、南側に面する中央改札のさら
なる利便性向上を誘導し、駅東側を含めた周辺への波及効果の高いまちづくりを進めて
まいります。

○ 請願の要旨

○ 本市の見解
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